
　
　
　
　
　
会
社
勤
め
か
ら
心
機
一
転
　
食
卓
に
彩
り
を
　

農業委員会だより
編集発行

渋川市農業委員会
〒377-8501

群馬県渋川市石原８０　

TEL0279-22-2920

しぶかわし
令和 ８年 １月

Vol． ２６

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

渋川市
農業委員会長

山本 彰一郎

回　覧

１

　赤城町津久田

　　粕谷　端吾 さん ・ めぐみ さん

新規就農を目指す方へ！ 
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２
０
２
３
年
４
月
に
、
神
奈
川
県
か
ら
赤
城
町
津
久
田
に
移

住
し
た
粕
谷
端
吾
さ
ん
（47
）と
め
ぐ
み
さ
ん
（44
）は
、
豊
か

な
自
然
に
包
ま
れ
た
こ
の
地
で
、
新
し
い
人
生
を
歩
み
出
し
て

い
ま
す
。

　
も
と
も
と
神
奈
川
県
で
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
た
端
吾
さ

ん
は
、
次
第
に
都
市
で
の
生
活
や
働
き
方
に
疑
問
を
持
ち
は
じ

め
、
農
業
体
験
を
通
じ
て
土
や
作
物
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
魅

力
を
感
じ
、
夫
婦
で
農
業
の
道
を
歩
む
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

理
想
の
農
地
を
求
め
て
各
地
を
巡
っ
た
末
、
赤
城
町
津
久
田

に
出
会
い
、
豊
か
な
自
然
と
温
か
な
地
域
の
人
々
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
新
た
な
暮
ら
し
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
農
業
の
世
界
に
飛
び
込
む
中
で
、
多
く
の
困
難
や
模
索
も
あ

り
ま
し
た
。
農
業
に
関
す
る
知
識
や
経
験
が
限
ら
れ
て
い
た

た
め
、
研
修
や
勉
強
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
先
輩
農
家
や
支

援
機
関
、
家
族
・
友
人
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
前

進
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
の
紹
介
で
多
品
種
少
量
の
作
付
け
に

ち
ょ
う
ど
良
い
広
さ
の
畑
を
手
に
入
れ
た
り
、
経
営
発
展
事

業
等
の
補
助
金
も
活
用
し
た
り
と
、
さ
ら
な
る
事
業
を
進
め

　
　
　
　
　
て
い
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
農
業
を
始
め
た
当
初
は
、
機
械
も
な
く
手
作
業
で
の

       

　 

作
業
が
多
く
、
天
候
不
順
や
販
路
の
確
保
に
も
苦
労

　
　
　
　
し
ま
し
た
。
冬
の
空
っ
風
で
ト
ン
ネ
ル
を
何
度
も
は
が

　
　
　
　
さ
れ
、
断
念
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
そ
ん
な
日
々
を
乗
り
越
え
、
現
在
は
、
白
な
す
、
シ

　
　
　
　
シ
ト
ウ
（ア
マ
ト
ウ
）、
オ
ク
ラ
、
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
か
ぼ

　
　
　
　
ち
ゃ
な
ど
多
様
な
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
野
菜
本
来

　
　
　
　
の
香
り
や
味
わ
い
を
大
切
に
し
、
土
づ
く
り
や
品
種
選

　
　
　
　
び
に
も
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。
地
域
の
食
卓
に
新
た

　
　
　
　
な
彩
り
を
提
供
す
る
た
め
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
栽

　
　
　
　
培
な
ど
に
も
挑
戦
し
た
り
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で

　
　
　
　「
タ
ン
ゴ
フ
ァ
ー
ム
ブ
ラ
ン
ド
」
を
発
信
し
た
り
、
様
々

　
　
　
　
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
す
べ
て
は
、
自
身
の
野
菜
を
「
お
い
し
い
」と
言
っ
て
も

　
　
　
　
ら
う
た
め
に
。

　　　   
新規就農者

　　　　   
   

を紹介！

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
常
日

頃
か
ら
本
農
業
委
員
会
活
動
の
推
進
に

あ
た
り
、
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

令
和
７
年
４
月
の
委
員
改
選
に
て
、

委
員
各
位
多
数
の
御
推
挙
に
よ
り
、
引

き
続
き
会
長
に
御
選
任
い
た
だ
き
ま
し

て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　　　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し

て
不
安
定
で
あ
り
ま
す
。
後
継
者
不
足

や
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
、
本
市
に
お
い
て
も
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　　

こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
は
新
た
な
体
制
の
も
と
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
層

緊
密
に
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
尽
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　　

農
業
者
の
皆
様
の
協
力
と
信
頼
な
く

し
て
、
本
市
の
農
業
の
未
来
は
開
け
ま

せ
ん
。
本
年
も
、
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

最
後
に
、
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。



　

渋
川
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
、
魅
力
あ
る
産
業
と
し

て
維
持
及
び
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
令
和

７
年
11
月
18
日
、
必
要
な
施
策
の
改
善
等
に
つ
い
て
星
名
市
長

へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
要
点
を
掲
載
し
ま
す
。

・市独自の農業に特化した支援策を。

・市の魅力を伝える情報発信の場として、
農産物直売所の活性化を。

・より多くの遊休農地について、農地中間
管理機構を通じた貸借ができるよう関係機
関へ働きかけを。
・早急な生産効率の高い基盤整備を。

・関係機関との連携を強化し、体制構築を。

・就農準備金・経営開始資金の活用促進を。
・離農者との経営継承の仕組み整備を。
・学校や地域における農業に係る学習・交
流の場の環境づくりを。

２

　
　
　
就
農
５
年
目
　
ネ
ギ
を
主
軸
に
日
々
猛
進

北橘町上箱田

森田　祥吾 さん

　
　
　
　「
土
い
じ
り
が
元
々
好
き
で
、
長
男
な
の
で
自
分
が
農
業
を
継
ぐ
も
の
と

　
　
　
思
っ
て
い
た
」
と
語
る
森
田
祥
吾
さ
ん
（40
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
で
就
農
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
親
元
就
農
で
、
父
、
パ
ー
ト
４
名
、

　
　
　
研
修
生
２
名
の
計
８
名
で
農
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
高
校
卒
業
後
に
介
護
福
祉
の
学
科
に
進
学
し
、
そ
の
ま
ま
福
祉
関
係
の
仕

　
　
　
事
に
就
き
ま
し
た
。
34
歳
ま
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、
農
業
に
従
事
す
る
祖
父

　
　
　
母
を
手
伝
う
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
そ
ん
な
折
、
父
が
祖
父
母
か
ら
農
業
を
継
ぎ
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
い
く

　
　
　
中
で
、
父
の
身
体
へ
の
負
担
が
年
々
増
し
て
い
る
の
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　
そ
の
父
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
祥
吾
さ
ん
は
、「
自
分
が
、
こ
の
先
父
の

　
　
　
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
職
業
と
し
て
デ
カ
く
す
る
な
ら
今
動
く
べ

　
　
　
き
で
は
な
い
か
？
む
し
ろ
、
今
か
ら
で
も
遅
い
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
、
将
来
の

己
の
道
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
相
談
し
た
奥
様
か
ら
の
熱
い
後
押
し
も
あ
り
、「
今
こ
そ
体
力
的
な
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
か
せ
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
考
え
て
、
就
農
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。

　

　
そ
し
て
実
際
に
就
農
し
た
１
年
目
。
ぐ
ん
ま
農
業
実
践
学
校
の
野
菜
専
門
技
術
過

程
を
受
講
し
て
修
了
し
、
仕
事
も
、
仲
間
づ
く
り
も
、
勉
強
も
全
部
行
う
、
と
い
う

目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
夏
・
冬
ネ
ギ
、
春
か
ら
秋
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
お
米
を
作
付
け
し
て
い

ま
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
主
力
に
据
え
て

い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
現
在
は
、
毎
日
食

べ
る
ほ
ど
好
き
で
、
と
て
も
魅
力
を

感
じ
る
ネ
ギ
を
主
軸
に
考
え
、
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る
栽
培

の
難
し
さ
と
、
激
化
す
る
草
や
虫

と
の
闘
い
な
ど
、
様
々
な
困
難
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
で

も
く
じ
け
ず
、
適
正
な
経
営
規
模

で
、
ネ
ギ
主
体
の
高
い
収
益
を
上

げ
よ
う
と
い
う
意
欲
と
熱
意
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

 しぶ
か
わ
で
頑
張
る

 生
 産

 者
を
紹
介
！

３ 遊休農地の発生防止・解消

４ 担い手への農地の集積・集約化

５ 新規就農者の参入促進

市長に「令和８年度　農地等の利用の最適化の推進に関する意見書」を提出しました

２ 農産物直売所活性化施策の
取り組みの推進

１ 肥料や飼料、農業資材の高騰
に対する支援

・令和８年度に開催される各地区の自治会
連合会総会で、改選に関する説明の機会を。

・委員資質向上のため、充実した研修の継
続実施を。

・農地利用などの相談対応のため、事務局
体制の強化を。

６　自治会連合会総会での
委員改選に伴う説明会実施

７　委員研修会の充実

８　農業委員会事務局体制の強化
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農地を農地以外の目的で
利用するとき（農地転用）

３

農用地区域内 農用地区域外

除外手続

農地転用許可申請

許可後、計画どおりに利用

 
農
地
の
転
用
・
売
買
・
貸
借
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
必
要
で
す
！ 

　

と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

農
地
を
売
っ
た
り
貸
し
た
り
す
る
と
き
や
、
農
地
以
外
の
目

的
で
利
用
す
る
と
き
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
や
届
出
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

無断転用は法令違反です！

　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
に
、
農
業
委
員

会
は
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 　

法
律
に
基
づ
き
、
毎
年
６
月
か
ら
８
月

頃
に
か
け
て
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
協
力
連
携
の
も
と
、
各

担
当
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
と
早
期
発
見
を
目
的
に
、

農
地
の
利
用
状
況
の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

各
地
区
の
委
員
が
、
皆
さ
ん
の
農
地
を

見
に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
全
て
の
遊
休

農
地
の
所
有
者
に
利
用
意
向
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

今
年
度
新
た
に
遊
休
農
地
と
な
っ
た
土

地
の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
11
月
か
ら
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
直
接
訪
問
し
、

利
用
意
向
を
聞
き
取
り
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
遊
休
農
地

に
対
し
て
は
、
郵
送
で
今
後
の
利
用
意
向

に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

　　

再
生
困
難
な
状
態
ま
で
荒
廃
し
た
農
地

に
つ
い
て
は
、
再
度
現
地
調
査
を
行
い
、

非
農
地
判
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施

利
用
意
向
調
査
の
実
施

非
農
地
判
定
の
実
施

農地を農地として売った
り貸したりするとき

農政課で確認

農政課
で手続

農業委員会
で手続

農地法第３条第１項許可申請

許可後、申請どおりに利用

農業委員会
で手続

　自
分
の
農
地
だ
か
ら
、許
可
申
請
や
届
出
を
し
な
く
て

も
、
売
っ
た
り
貸
し
た
り
し
て
も
良
い
の
で
は
…
…
？

「○○さんに農地を売りたい」
「農地を宅地にしたい」

などお考えの方は、まずは

農業委員会まで

ご相談ください！

　　　　　　　　　農地を管理しないと……　　

 

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

 

遊
休
農
地
解
消

の
取
り
組
み

農地法において、農地の権利を有する者の責務として、農地の管理が規定されています。

農地を相続したときは、法務局での相続登記とは別に、農業委員会への届出が必要です。

　

農
地
は
、
農
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
財

産
で
あ
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
、
農
業

経
営
の
基
盤
で
す
。
し
か
し
、
近
年
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
な

ど
の
理
由
で
遊
休
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）

が
増
加
し
て
い
ま
す
。　

　

農
地
を
い
っ
た
ん
荒
廃
さ
せ
る
と
、
耕

作
可
能
な
状
態
に
戻
す
に
は
、
多
大
な
労

力
や
時
間
、
資
金
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。・病害虫の発生

・雑草の繁茂による火災の発生

・有害鳥獣の潜入、繁殖
・産業廃棄物の不法投棄
・水路の機能低下
・景観の悪化　等



４

　農作業死亡事故は、全国で年間200件
前後も発生しています。
　今年度は、渋川市内において１件の
農作業死亡事故が発生しました。　

　農作業中の事故
　　　　に注意！

・ほ場などの危険箇所の確認や補修

　作業前に、危険の原因を確認し、予測し、
対策しましょう！

　全 国 農 業 新 聞
　農業委員会の系統組織が発行する“農家のため
の農業専門紙”です。週刊の特長を生かした、わ
かりやすく読み応えある記事が掲載されています。

・毎週金曜日発行（郵送配達）

・月９００円（送料・税込）

※申込みは、お近くの農業委員、
農地利用最適化推進委員まで。

（任期：令和７年４月１日から令和１０年３月３１日）

　　　　　　　農 業 委 員　　 　 　 　　　　農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員 　　　　

NO 　地　　区 　　　氏　　名 　 NO 　地　　区 　　　氏　　名 　 NO 　地　　区 　　　氏　　名

1

　渋　　川

　加藤　幸永 　 1

　渋　　川

　設樂　秀夫 　 22

　赤　　城

　石坂　弘巳

2 　青木　明雄 　 2 　都丸　政義 　 23 　狩野　寿作

3 　眞下　繁美 　 3 　齋藤　光男 　 24 　山田　真智子

4 　髙□　昭彦 　 4 　小池　勤 　 25 　茂木　文博

5 　伊 香 保 　南　忠雄 　 5 　大谷　勉 　 26 　石田　定雄

6   小 野 上 　生方　紀雄 　 6 　鈴木　孝明 　 27 　須田　恭史

7 　 　斉藤　美保 　 7 　登坂　勇 　 28 　藤川　豊

8   子　　持 　山本　彰一郎 　 8 　北村　正之 　 29 　荒井　波雄

9 　 　飯塚　敬子 　 9 　石井　義雄 　 30 　南雲　絹枝

10

　赤　　城

　角田　日出光 　 10 　伊 香 保 　田中　修之 　 31 　新井　明美

11 　都丸　明浩 　 11
　小 野 上

　野村　好美 　 32 　池田　洋

12 　吉川　俊道 　 12 　佐藤　尚 　 33 　岩田　廉

13 　藤川　正彦 　 13

　子　　持

　生方　宏明 　 34 　永井　彰彦

14 　齋藤　典子 　 14 　小淵　陽一 　 35 　諸田　清

15 　長岡　和代 　 15 　千明　幸雄 　 36

　北　　橘

　梅沢　芳夫

16 　 　藤井　守 　 16 　池田　輝政 　 37 　井上　裕一

17 　北　　橘 　萩原　大地 　 17 　埴田　邦彦 　 38 　黒川　均

18 　 　萩原　泉 　 18 　飯塚　朝雄 　 39 　楯　正人

19 　　　 ※ 　廣瀬　淳 　 19 　飯塚　泰治 　 40 　藤木　信二郎

※農業委員会の所掌に属する事項に 　 20 　関口　隆之 　 41 　今井　兼則

　 利害関係を有しない委員(中立委員) 　 21 　赤　　城　 　狩野　利幸 　 42 　森田　吉男

農業委員・農地利用最適化推進委員紹介　
　〔
編
集
後
記
〕　
コ
メ
の
価
格
は
依
然
ホ
ッ
ト
な
話
題
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
適
正
価
格
と
は

な
に
か
、
今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
た
い
で
す
ね
。
近
年
は
、
夏
の
暑
さ
や
冬
の
寒
さ
が
非

常
に
厳
し
い
で
す
が
、
体
調
に
十
分
気
を
つ
け
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（青
木
）

農地の利用でお困りの方は、地区の委員まで！

・安全な機械操作方法の確認

　ベテランでも、慣れや焦りによる事故が発生
しています。安全な使い方を再確認しましょう！

・農作業の意識向上
ɰ地域で、自分の経験した「ヒヤリハット」を共

有し合い、安全意識を向上させましょう！

・高所からの転落に要注意
　高所作業を行う際は、脚立や屋根などから
の転落に気をつけましょう！

　
　
　

農
作
業
事
故
は
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　農業者年金には、次の要件を満たす方ならどな
たでも加入できます。
  ●年間６０日以上農業に従事
  ●国民年金第１号被保険者
　　（国民年金保険料納付免除者を除く）
  ●６０歳未満
※さらに年間６０日以上農業に従事する６０歳以
上６５歳未満の国民年金の任意加入者も加入でき
ます。

※詳しくは、お近くの農業委員・農地利用最適化
推進委員・事務局まで。


